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日常会話における助詞の省略


















































(1) A:君 ( )中国語できる?
B:いいえ､英語ならできますが､中国語はちょっと｡
(2) A:博多 ( )広島 ( )は新幹線で1時間で行けるだろうか｡
B:行けるかもしれないよ｡
(3) A:あのレス トランはおいしそうだ ( )0
B:そうだね｡あそこで食べよう ( )0
(1)では ( )に､-が復元できる｡ しかし､無助詞のままでもなんら不
都合はない｡また､AがBに多少の軽視を含意 して発話するという言語外の
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文脈があれば､( )にはこか復元できる｡このように本来無助詞であるべ
きか復元可能かに関 しては憤重な吟味が必要となる｡




(3)Aの ( )は (ね/吃/よ)､Bは (か/よ/な/ね)などを補 うこ
とができる｡だが､この種の終助詞は本来感情の表出のために使用されるの






テ レビを利用することに した｡初めはNHKの トークショウで試みたが､た
またま出演者が年配の人でもあり､またかなりフォーマルな意識が働いてい
たせいか､思 ったほど助詞の省略は拾えなかった｡そこで､い くつかの ドラ




① 日曜劇場 『まかせてダーリン』､林 誠人脚本､3月22日 (日曜日)､21:00､
1時間
② DAYS『夢を追いかけて-･旅立 ちの日』､大石 静脚本､3月23日 (月曜
日)､21:00､1時間24分
③ 『熱中家族』､国沢真理子脚本､3月24日 (火曜 日)､13:00､30分
④ 『車椅子の金メダル』､高橋幸春原作 ･杉原邦彦脚本､3月24日 (火曜日)､
13:30､30分
⑤ 『熱中家族』､国沢真理子脚本､3月26日 (木曜 日)､13:00､30分
⑥ 『車椅子の金メダル』､高橋幸春原作 ･杉原邦彦脚本､3月26日 (木曜日)､
13:30､30分
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⑦ 『番茶 も出花｢みんな家族です｣』､橋田寿賀子脚本､3月26日 (木曜日)､
21:00､1時間
以下､必要に応 じて①は (まかせて)､② (夢)､③ (熱中(∋)､④ (車椅
子①)､⑤ (熱中②)､⑥ (車椅子②)､⑦ (番茶)と略す｡








ノヽ ラ ガ -/ // ハ/ ?/ 0/ 0 0/ヲ カ 刀 ノヽ 刀
まかせて ll 8 1 2 15 0 1 1 10
夢 8 10 5 4 01 11 7 00
熱 中 ① 5 12 8 01100 1 00
熱 中 ② 17 23 3 11101210
車椅子① 8 5 5 0110111 1
車椅子② 12 7 2 000 0002 0





















































(1) 今日のてっちゃん¢ (-)､へん｡ (夢)
(2) あなた¢ (-)､そんなに大変なの｡ (熱中①)
(3) これ¢ (-)､ちょっと固いんじゃない｡ (同)


























くいと述べ､例の 1つに ｢私- (*¢)若い｡｣をあげている｡ 甲斐はこの
ような場合 も､ ｢私 ¢ (-)若いみたいだ｡この前の検査で20代の体力が
あるといわれた｡｣のように､文末表現を変え､確定の度合いを変えたり､







(9) a 父- (*¢)喜んで賛成する｡













































プを表わす ｢ハ｣の例 も対照の ｢-｣の好例｣､すなわち省略できない例と
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(14) 自分の自由な時間¢ (-)ないのよね｡ (番茶)
(15) がっかりすること¢ (-)ないわよ｡ (車椅子 Ⅰ②)
(16) やめること¢ (-)ないのよ｡ (車椅子②)
(17) なんだ､おまえ¢ (-)､知 らないのか｡ (夢)
(18) ようこ¢ (-)ゆうべもきょうもいなかったし｡ (熱中①)
(19) お金¢ (-)もう返ってこないんですか｡ (車椅子①)















(21) 父さん¢ (-)喜んで賛成なさるわよ｡ (番茶)

















は ｢きのう買い物に行ったこと｣ ｢来週買い物に行 くこと｣などの含みまで























(6) けいぞうさん¢ (ハ)､どうしてそんな歯の浮 くようなこといえ
ちゃうのかしら｡ (まかせて)
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(7) なんだ､おまえ¢ (-)知 らないのか｡ (夢)
(8) おまえ¢ (-)やっぱ今日ちょっとおか しいわ｡
(9) あなた¢ (-)そんなに大変なの｡ (熱中①)
(10) おまえ¢ (-)まだ願書見てるのか｡ (同)










(12) これ¢ (-/′ガ)私の連絡先です｡ (熱中①)
(13) あんたの顔¢ (ハ//ヲ)見たくない｡ (同)
(14) 奥歯 ¢ (-//ノガ)がたがたのくせに｡ (まかせて)
(15) ご主人¢ (-//ガ)喜ばれたん じゃないですか｡ (同)
(16) その心意気¢ (-/ヲ)しかと見とどけました｡ (同)




(19) ひとの娘､横取 りしやがって､あのマザコン男¢ (-/刀/0)｡
(番茶)
























(23) まゆ¢ (ハ/ガ)そっち行ってない? (夢)















(25) おれ¢ (?ハ/0)､うまくいえないんですけど｡ (車椅子①)
(26) 僕¢ (?ハ/0)､もう一つ回んなくちゃ｡ (まかせて)
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る (共演成分)と､動詞の表す働き ･状態 ･関係の実現 ･完成にとって非必
須 ･付加的な (付加成分)とに二分 して格を規定 しようとする｡さらに､共









に対 し､後者は ｢子供たちが走っている｣で充足 しているので必須度の関係
において､前者のヲは主要共演成分をマークし､後者のヲは副次的共演成分
をマークしていると考えている｡












(1) 早速､名前¢ (ヲ)考えなくちゃな｡ (まかせて)
(2) これ¢ (ヲ)貸 してくれない｡ (同)
(3) めし¢ (ヲ) くってもいいかな｡ (同)
(4) 電話¢ (ヲ) くれるって言ってたんだけど｡ (車椅子②)
(5) おやじの仕事¢ (ヲ)手伝いたいんだ｡ (番茶)
上記(1)から(5)はいずれも-の復元は無理である｡これらの例を見て言える
ことが2つある｡ 1つは構文論の面でヲの省略が動詞の直前で行われている




(6) そういう生き方¢ (ラ)一度はしてみたいのよ｡ (車椅子②)
(7) 仕事ゅ (ヲ)山ほど抱えて｡ (番茶)
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(8) 今でもね､あなたのこと¢(ヲ)娘のように思 ってるのよ｡ (同)






























































筆者の論であれば､ ｢ここに赤いペン¢(ガ)あるよ｡｣や ｢きのう久 し
ぶりに山田¢ (ガ)うちに来たよ｡｣のような通常の主格提示のガは省略に
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な じみやす く､ ｢野球よりサ ッカーのほうガ (*¢)お もしろい｡｣のよう
に強い選択特定作用という機能を担わされたガは省略 しに くいことが予想 さ
れる｡次の(1)､(2)も筆者がガの強い特定機能 としたものである｡
(1) 釣 りは海でガ (*¢)おもしろい｡
(2) 招待客は福岡か らガ (¢) まだ来ていない｡
ともにガを省略すると不適格な文になって しまうか､強い選択 ･特定の意
味が消失 して しまうことになる｡ガの在る無 しによって意味の相違が生 じて
くるので､この種のガは省略できに くいという予想の正 しさが証明される｡
ここでガ省略の実際を見てみよう｡
(3) やぎ したはるお､やぎしたあや¢ (ガ)涙をこらえて歌います｡
(まかせて)
(4) おまえ ¢ (ガ)かけよ｡ (熱中①)
(5) ちょっと調整¢(ガ)狂 ったけど､うまく取 り戻せた言 ってたか ら｡
(車椅子②)
(6) トイ レの ドア¢ (ガ)開かない｡ (番茶)
(7) お しっこ¢(ガ)できないよ｡ (同)
以上の例か ら2つのことが言えよう｡1つはガがマークする名詞が述語の直






場合同様多少呼びかけの感 じもはい り､ガ本来の意味がやや薄め られている｡
このようにガの省略において も-省略 との融合や多少の唆昧化が生 じている
といえる｡-省略の項で述べたように､復元時に-の省略かガの省略か分か
りに くい ものが多いのはここに起因すると考え られる｡次のような例がその
典型 といえよう｡
(8) おや じとおふ くろ¢(-/ガ)もう車で待 ってるよ｡ (番茶)
これは文脈を考慮 してもどちらとも決めかねたものである｡-が使われると
[｢おや じとおふ くろ｣について]の情報を伝えることになり､ガであれば､













(10) 今まゆみから電話¢ (ガ)あったよ｡ (夢)
(ll) じゃあね､もうすぐ飛行機¢ (ガ)出るから｡ (同)
(12) 結婚式出なかったら､あっちゃん¢(ガ)かわいそうじゃないの｡
(番茶)
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(19) 先週山本ガ (*¢)食べたレス トランとても高かったんだって｡
(20) きのう山本ガ (*¢)ケーキ買った店とてもおい しいって評判なん
だよ｡








動詞述語文の連体節におけるガ省略の難 しさに対 し､形容詞 (/形容動詞)
述語文の場合､省略は不自然でなくなる｡
(22) 魚料理 ¢ (ガ)うまい店知 らないか｡














(26) そんなことより､走るの¢(ガ/ヲ)速 くなりたいよ｡ (熱中 ②)
(27) おれ､首になったんだよ｡そんなもん (ガ/ヲ)受け取れるかよ｡
(夢 )




























(1)医者¢ (ニ)行けよ､おれ､バイ トだから｡ (まかせて)
(2) ねえ､お風呂¢ (こ)入ろうよ､みんなで｡ (同 )
(3) 模擬面接¢ (ニ)行きます｡ (熱中②)
(4) あんなに何回も芸大¢ (ニ)挑戟 してたんだもん｡ (夢 )
(5) 受かっちゃうと､いっちゃん､大阪¢(ニ)行っちゃうのか｡(同)
(6) まゆ､そっち¢ (ニ)行ってない｡ (同 )
長崎大学留学生センター紀要 第6号 1998年
(7) よりによってこんな店¢ (ニ)入ってきゃがって｡




(9) 今 日パ リ¢ (二､)発つのか｡ (番茶 )
(10) たまにうち¢ (ニ)いらしてくださるのはうれ しいけど｡ (同 )
(ll) いつから泣き上戸 ¢ (ニ)なったの｡ (同 )
(12) 今日はちゃんと衣装合わせ¢ (ニ)行 ってよ｡ (同 )
(13) 父さん､どこ¢ (こ)出かけた｡ (同 )
(14) どこ¢ (ニ)行 っちゃったんだろうね｡ (同)
(15) 結婚式¢(ニ)出なかったらあっちゃんかわいそうじゃないの｡ (同)
以上が収集できたこ省略の総てである｡一見 して目に付 くのは ｢行 く｣の
前のこの省略が多いことである｡15例のうち約半数の7例 もある｡助詞この省
略に関 して丹羽 (前掲)では､省略が ｢｢に｣で可能なのは様々な ｢に｣の
うちの一部であり､多 くは ｢行 く｣ ｢来る｣ ｢入る｣ ｢着 く｣などの補語 と
して着点を表す場合である｡ (中略)これ以外の ｢に｣で ｢¢｣が可能なも
のは多 くない｡｣と述べ られている｡確かに ｢行 く｣に関するこ省略の例で
は着点 (行き先)のこの例が圧倒的に多い｡この種の二は助詞へに置き換え
できるものである｡ しか し､単に行き先 (着点)だけでなく､(3)や(12)のよ
うに目的を表すこの省略 もある｡これはへに置き換えはできない｡
上記丹羽で触れられていない動詞の前での二省略の例としては､(4)(9)(ll)




とにする｡収集 した実例が少なすぎるので､ 『日本語教育事典』 (大修館書
店､1992)の格助詞二の項 (p.392)の分類に従 って検討 してみよう｡単文で
省略可能な場合は､それぞれ複文の従属節についても調べることにする｡
(1)在 り場所を表す｡
① あの庭 ¢ (ニ)池があるよ｡
② 弟は今大阪¢ (ニ)居るよ｡







④ 京都 ¢ (ニ)行 く者は3時に駅に集合だぞ｡
(3) 物の授受などを行う相手を表す｡
⑤ 山田ニ (*¢)電話 したぞ｡
⑥ 答えを先生ニ (*¢)聞いたら教えてくれなかったぞ｡
























































ある｡これに対 し⑪ ｢山田が-ムレットニなった｡｣は､ ｢山田がなった｣






さらに､助詞省略の優先順位の問題を考慮 しなければならない｡ ｢僕 ¢
(-)北海道¢(ニ)行ったこと¢(ガ)あるよ｡｣のように同時に助詞を
省略 しても紛れが生 じない場合もある｡ しか し､ ｢僕¢山田こ ('¢)殴られ
たこと¢あるよ｡｣のように､助詞を省略すると文に紛れが生 じる場合､こ
省略の優先順位は低 く､省略が認められにくくなる｡
丹羽 (前掲)では､助詞この省略は ｢行 く｣ ｢入る｣など極度に限られた



















助詞とは考えない｡例えば､ ｢お困りですか､腰痛 ¢｡｣あるいは､ ｢腰痛
¢､お困 りですか｡｣の場合､確かにデの省略ともとれるが､これも-の省
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略､ないし主題提示のための無助詞と捉える方が妥当であると考える｡この
種の主題提示の無助詞は収集例のなかに次のものがあった｡
(1) お父さん¢成長 したね｡ (車椅子②)











































































5)浅見 徹 ｢上代語｣ 『講座日本語学 3』 (明治書院､1981)には､ ｢｢ボク､
本買ったよ｡｣というような表現が､幼稚にせよ､不整にせよ､ともかく日本語





7)城田 俊 ｢文法格と副詞格｣ 『日本語の格をめぐって』 (くろしお出版､1993)
参照｡
8)そのような例は上記の山梨や仁田義雄 ｢日本語の格を求めて｣ 『日本語の格を
めぐって』 (くろしお出版､1993)､同じく仁田 ｢格のゆらぎ｣ 『月刊言語11』
(大修館書店､1995)で扱われている｡
9)助詞-によるガ､ヲ､二の代行という表現は三上 章 『象は鼻が長い』 (1960)
でさかんに使用されている｡





浅見 徹 (1981)｢上代語｣ 『講座日本語学 3』明治書院















｢日本語の格を求めて｣ 『日本語の格をめ ぐって』 くろしお出
｢無助詞格の機能一主題と格と語順-｣ 『国語国文』58-10
『｢は｣と ｢が｣』 くろしお出版
｢話 しことばにおける ｢無助詞｣の機能｣ 『日本語教育80』
｢助詞ハの機能と部分否定｣ 『長崎大学外国人留学生指導セン
(1996) ｢長崎方言による共通語助詞ガの分析｣ 『長崎大学外国人留学
生指導センター紀要第 4号』
(留学生センター非常勤講師)
